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１）はじめにー井上貫流との関わり 

１９６０年代から中世城郭の縄張調査ともに、広く兵法・軍学に関わる城郭の絵図、文書

調査を実施している。砲術は城郭の変遷や合戦に表裏一体の関わりが有り、特に中世城郭

の複雑な縄張が近世城郭の規模は大きいが単純かつ規格化される過程、又、幕末全国千に

数える台場に備砲として数千の大砲が供給される過程、この時代、砲術、築城、軍艦が国

防の基本であった。日本と世界の視野の差が問われた時代であった。 

今回、課題とする井上貫流に関わる一連の文書、絵図と出くわしたのは１９９１年５月か

ら、１９９３年５月に至る２年間、延べ１６回に渡る出会いであった。大量の砲術書との

巡り合いは、１９９１年１２月３１日であり、砲術書と井上家３代に及ぶ文書類で、始め

て、その全貌と資料の性格が理解できた。２００２年６月しろはく双書２号として、砲術

記録の内１冊『武州西台徳丸原文化９年砲術記録』を紹介した。２００５年６月には日本

銃砲史学会で詳細に検討した結果報告を画像を交えて行った。２００６年１月江戸東京博

物館が所蔵される井上貫流左衛門文書の整理をされるに際し、当文庫の井上貫流文書の調

査を希望されたため、砲術書の内、井上貫流に関わる物のみ、目録を作成した。『富原文庫

所蔵砲術資料目録１・井上貫流文書目録』に収録した２１５点の大砲絵図、砲術書、起請

文である。江戸東京博物館は１９９４年に井上貫流３代の日記類２５１点を入手、２００

６年３月『幕臣井上貫流左衛門家文書の世界』を発表され、井上家に就いて多くを明らか

にされると共に全国に散在する井上貫流文書の所在を明らかにされた。結果として、砲術

資料の大半が当文庫の所蔵である事が判明し、今回、板橋区立郷土資料館が江戸の砲術展

を開催されるに際し、和流砲術として、井上貫流砲術文書の初公開を行う事となった。公

開の必要上、ほとんどの文書を解析し砲術師井上貫流を明らかにする事とした。論点は大

きく３つになる。第１は砲術師井上貫流そのもの、出生から、砲術師範、さらに、幕臣と

なるまで、第２は文化５年、６年の蝦夷地警備であり、特に石狩湾高嶋陣屋における記録、

第３は文化９年徳丸原砲術調練、高島秋帆を溯る事２９年前の幕府から見た記録である。

井上貫流は好奇心の深い人で、情報収集能力は追随を許さず、深い知識に裏付けされた工

夫のできる人であった。その姿は幕臣という立場を得て、機密情報の入手等、益々、生き

生きとしてくる。日本中からあらゆる砲術資料情報を集積する事が出来た。井上貫流砲術

資料が意義を持つのはこのような貫流の位置、砲術実技に裏付けられた研究活動、卓越し

た記録能力に有ると思われる。当時、世界の空白地帯、未知の土地といわれ、列強の領土



拡張の最後の地域、太平洋北方圏に対する各国の動向、ロシアピョートル大帝指示による

ベーリングのシベリア探検、北方開発、南進、イギリスの植民地政策のインド、清国から

の北進、それに対峙するアメリカの太平洋捕鯨事業、英米の小笠原領有権論争等、幕府の

鎖国による情報不足によって生じるところの異国船騒動、幕末の混乱と軍制改革、大砲生

産、軍艦築造等対応の背景は割愛する。 

２）砲術師井上貫流の事蹟 

井上貫流は文化５年１８０８年正月２６日幕府鉄砲方井上左太夫の推挙により、扶持米２

０人口を与えられ、幕府鉄砲方与力として蝦夷地警備の任に就いた。この後の井上貫流の

活躍の記録は勤書等井上家日記に詳細を極める。井上貫流は元文５年１７４０年９月９日、

武州忍城主阿部豊後守正充の家臣梅村金左衛門次将の三男として、今の埼玉県行田市忍城

で生まれた。文化９年１８１２年１２月１０日７３歳、江戸で死亡しているから、文化９

年７月２８日の徳丸原砲術調練は、亡くなるわずか４ヶ月余り前の事になる。幕臣に推挙

された時点で既に６８歳で、まさに、終生、砲術にかけた当時最先端の砲術家であったと

いえる。 

井上左太夫は慶長１９年徳川秀忠に召抱えられ、田付流ともに、井上流として歴代幕府鉄

砲方の要職に有った。井上貫流は梅村次将の３男として生まれ、宝暦３年１７５３年１３

歳の時、井上重九郎という記録が２代貫流左衛門によってされている。宝暦１２年１７６

２年には上州沼田藩士水谷氏の養子となり、沼田城内１貫目筒の図を残しているが、まも

なく、同家を去り、西国遊学している。明和元年１７６４年武衛流棒火矢絵図秘伝書に梅

村実平の名が有り、父次将も秘伝を受けている。明和２年にも実平の記録が有り、明和６

年１７６９年８月には比叡山で雲仙道人から楯秘伝書を井上貫流名で受けている。これが

記録では井上貫流の初見である。従って、１３歳幼名井上重九郎、２４歳では梅村実平、

２９歳で井上貫流を名乗っている。井上氏は貫流の父次将が養子である為にその本姓水口

城主三雲氏の別姓としている。従って、大方の期待に反し、幕府鉄砲方井上左太夫との関

係は幕府官僚としての上下関係のみで、氏名に縁はない。１３歳から武衛流岩崎時起の砲

術講義聞書きをしており、２３歳の時点では父次将も武衛流秘伝を伝授され、又、甲州流

兵法軍法之巻は父、梅村金左衛門尉から伝授されている。これらは貫流の天才的才能が家

系にも由来する物である事を物語っている。なお、父次将の役職は明和元年１７６４年で

忍藩町奉行との忍藩阿部家の記録が残されている。 

井上貫流が武衛流四世を岩崎時起から受けるのは何時であろうか。秘伝書、砲術文書では

江戸に戻り、医業を開業した時点で、寛政４年１７９２年東都井上貫流東武台山下火砲真

用隠士井上貫流、寛政７年１７９５年武衛流後学砲真用隠士井上貫流直、同井上貫流直子

温とあり、寛政１０年１７９８年７月始めて武衛流四世井上貫流と見える。寛政８年１７

９６年には御普請見習平山子龍が３７歳で入門している。又、入門起請文も寛政１０年か

ら見る事が出来る。この事から井上貫流の武衛流伝世は寛政７年以降１０年まで、５５歳

から５８歳の間となる。 



武衛流は嶋原の乱の際、江戸表からの大筒石火矢運送難儀から老中松平伊豆守が注目した、

中川流短筒之法を元祖武衛市郎左衛門義樹が相伝し、大筒之抱打を工夫し、その子８人に

よって諸家に流布したとある。武衛義樹は元祖とし、２代開発門人渡辺景綱から３代次男

岩崎時起となり、井上貫流に伝世された。武衛流砲術家としての貫流は甲州流兵法を赤上

勘兵衛から、其の他、日記からは野矢某から無辺流槍術、川澄某から鞍馬流馬術、京都で

御園玄蕃介から鍼術、中山法眼から内科、比叡山で長崎の雲仙道人から紅毛の火術、外科

の医術、江戸で幕府奥医師法印多紀安元に内外科と報告されている。砲術では数１０挺の

鉄砲を一斉発射する銃車之絵図、武衛流の秘伝聞書、棒火矢絵図、火砲鳥銃、短鳥銃、石

火矢、近火矢、火術体用、焙烙玉図集、木筒仕掛、松明狼煙、楯秘伝書、火矢秘伝、独輪

車銃図説、火箭、火砲問答、武衛流系譜、砲薬之巻、斎藤流卒隊之巻、南蛮筒、異風筒解

説、鳥銃火槍、棒火矢製作之手続き書、宇治田流砲術伝記、砲洛玉、火砲図説、火砲真用、

大砲切型、大砲絵図、千打記録、荻野流鉄砲打順、中嶋流昼夜打図、筒注文書、町打記録、

大砲鋳造唐銅割合、砲術流派一覧等幅広い流派を研究する一方、幕臣として、幕府各所の

大砲調査の記録が有り、その内容は江戸城内砲術上覧吹上御庭角場絵図、権現様持筒、大

坂御鉄砲奉行改絵図、御物大銃之記、紅葉山下宝庫巨砲点検、江戸城諸櫓多門有之御筒吟

味とある。さらに、西洋砲術の関心も極めて高く、多くの翻訳本を研究している。署名本

のみでも 兵禄佛狼機銃図解、守銃攻銃図解、佛狼機銃国字解、西洋火攻神器説和解、泰西

海陸必要正真火器製造書、紅毛火術秘伝抄と多岐に及ぶ。銃剣、銃陣といった西洋式砲術、

兵法の前段といえる。起請文前書は砲術入門誓であるが、寛政１０年から文化７年までで

６通残されている。秘伝の伝授に、多くの砲術家の育成、大筒の大量生産、戦艦、台場の

大量供給体制を必要とした時代との激変を感じる。幕府に取りたてられるまでの井上貫流

の砲術修行はこのように３００冊近い砲術書を記録し、同等の日記類が残され、幕臣とし

ての明治に至る井上家の活躍は江戸東京博物館報告書に詳細である。ここでは、武衛流四

世の井上貫流の事蹟を記録したい。 

文化５年１８０８年正月威遠館演銃場之壁書 鉄砲稽古心得之事 威遠館主人 克明館主人

とある。井上貫流は江戸に武衛流演銃場を経営していたと思われる。威遠館は蝦夷地でも

使用している事から井上貫流の砲術道場の名称、克明館は医術医院の名称か。 

井上貫流は幕臣後、井上左太夫の命により、文化６年３月１０日貫流の名前が異風との理

由で貫流左衛門に改名している。文書類の署名年代もこれを境に分ける事が出来る。 

それでは井上貫流という流儀、明倫堂講義項目とされている貫流銃術とは何であろうか。 

延享４年１７４７年１１月『砲家武衛氏譜』は２代渡辺景綱の事蹟として、武衛流皆伝と

し、武芸として、則心流槍、冨田流剣術、一宮流居合、伯耆流居合、五伝流居合、以下町

見、馬術、軍術、鳥居流砲術、儒学、神道、歌学、筆道、馬医、地方、内藤流剣術を伝授

した人名ともに記録し、当時の兵法家の幅の広さを伝えている。 

文化６年１８０９年３月井上貫流６９歳の記録では、小筒至要集等三目録、算法の巻等中

段の免許、遠陽新伝等大筒免許、近・抱・遠の火矢三段、火矢薬法・短筒・大火矢・砲禄



玉等十四巻が武衛流として列挙され、武衛流末流に至り、自分の工夫を加え改め相加と有

る。古伝の工夫は米村流異風筒之留方、立放は藤岡流工夫、筒短きハ中川流、火矢は鳥居

流、其外火術は追々工夫、諸流渡量しき一流之奇法全備して、貫之英流なりという。砲術

文書は西洋流の翻訳本から、各流派の秘伝書とまさに、砲術総てに及んでいる。奇法とし

ての銃陣、移動用自由砲架の設計等を含め、それは秘伝という領域を越え近代砲術に脱皮

する兆候かもしれない。又、火砲業説では、武術は護国の道にして、死生存亡の力なりと

いう海国兵談を引用している。 

３）蝦夷地高嶋陣屋の防衛体制 

蝦夷地タカシマは石狩湾の西岸、明治には小樽―ウラジオストックを結ぶ航路が有り、要

港小樽に北接している。嘉永 7年 1854年蝦夷闔境輿地全図、安政 2年 1855年蝦夷海陸路

程全図にも運上屋所在地として明記されている。当時としては著名な土地であった。 

幕府は対外脅威に対応して、寛政改革を実施、江戸湾や蝦夷地の防衛計画が立てられた。

宇田川武久氏は天明から寛政にかけて、幕府が武芸者の調査を実施、武芸による幕臣取立

が実施され、砲術は異国船防禦の要術として奨励されたと報告されている。このような背

景の中、文化５年１８０８年正月２６日幕臣となった井上貫流は２８日蝦夷地高嶋防禦御

用を任じられ、３月１５日砲手８名家来６名と江戸を出立、途中松前で鉄砲、火薬を準備、

６月１日蝦夷地タカシマに着き、角場の造営、鮭網漁で鉄砲止になる７月１９日までの間、

４２日の砲術稽古を実施している。幸いこの間異国船の襲来はなかったが、大坂城からの

大筒配備、木砲砲台設営、火薬調合、火矢の製作、６月１３日には使番村上監物視察を受

けている。８月２０日―２６日順次タカシマを引き上げ、１１月４日江戸に帰着した。 

この時の蝦夷地警備全般について、『文化５辰年持場割』井上貫流によると 

仙台藩２０００人、南部藩２５０人、会津藩１６００人、津軽藩２５０人計４１００人の

持場が明記され、渡辺、松嶋、依田、佐藤、井上、斎藤、森重、西尾等砲術師範を含め４

７の砲術師が砲術台場の設営や、火薬武器準備等防衛体制構築に当たっている。 

タカシマの守備範囲はイシカリ、ノブシヤ、オタルナイよりフルウとされ調役木原半兵衛、

御禦防卒長井上貫流以下９名の砲術師が記入され、津軽藩士１００名の一部の守備領域と

されている。 

井上貫流は６月１日着岸後巡見し、西蝦夷地高嶋之略図を作成、絵図には津軽家人数は越

年の場所非禦防とし、蝦夷人四十九軒１７０人、惣乙名モンド、タカシマ、テミヤ、シク

ツシの蝦夷人調査、船数、津軽藩陣屋規模、沿岸水深、井戸、運上所、砲術方住居を記入、

防衛設備として大砲２門砲座、矢場、的、焔硝蔵、狼煙台、木砲台場の配備を描いている。 

『タカシマ禦防御備記録』が有り 

１貫目玉鉄鋳筒１挺（鉄玉２０）、３百目玉鉄鋳筒１挺自由台付（散玉２０００、鉛玉３０）、

五十目玉筒 3 挺、百目玉短筒１０挺（刎火矢３０、焼火矢２０本、陸より船中へ火矢隠し

打ち）3貫目玉、６貫目玉木砲各１挺、（２挺ツクツシ鼻仕掛）外寇上陸の際は 8人 2段構

え、御備御貯玉大小３０００余、他に散玉、鉄切玉２０００とある。 



さらに、『蝦夷地御備場大筒野図』として 2代貫流となる井上末五郎のスケッチが上記タカ

シマの 2 門の大砲、松前白神崎、蝦夷地イシカリの備砲の銃口拓本が残されている。いず

れも大坂城中からの海運としている。 

４）文化 9年 1812年武州西台徳丸原砲術記録 

寛政 4年 1792年 7月幕府は徳丸原に砲術町打場を新設、従来の鎌倉由比ガ浜の大筒稽古は

三百目玉以上とし、それ以下を徳丸原とした。著名な高島秋帆の西洋砲術演習は天保 12年

1841年 5月 9日で、開設後 49年を経過している。又、嘉永 3年 1850年には 6・7月から

8月まで延長されているが、安政 3年 1856年 6月 17日には 6年間訓練が中止された。理

由は 6－8月限定で四季打ちが出来ない。射程が８町しかない。出水が多い。大砲の運送に

不便。計画中の越中島調練場の利用等である。文久 2年 1862年 5月 21日越中島では野戦

の実地に薄いとして名称を大筒稽古場から調練場として再開し、幕末に至っている。井上

貫流による徳丸原砲術記録は高島秋帆を溯る事 29年、徳丸原砲術 7０年の歴史の中であま

り知られる事の無かった開場２０年後、初期の砲術調練の手続きを幕府側から明らかにし

た詳細な記録である。 

原題『徳丸原にて大筒稽古願候一件並諸入用留』内題 文化九年申四月武州西台徳丸原 大        

   筒稽古之儀願候一件控 徳丸原稽古諸入用控 初代井上貫流左衛門直 73歳自筆本 4月 1                    

   日から 7月 29日までの 120日編年記録、収録書信 20通  

4月 1日徳丸原大筒稽古願候書付 井上貫流左衛門 請取江戸赤坂井上左太夫    

     提出 倅井上末五郎 受取井上左太夫用人森川七平、 

     目的 末五郎と門人への砲術伝達  

     内容 大筒町打稽古及火業等試打  

     借用願 御幕御場所仮小屋玉見塚其他諸道具順用 御筒拝領 

鉄砲方井上左太夫差出 若年寄堀田摂津守申上候書付 4月 

   紹介 井上貫流左衛門文化 5年蝦夷地、文化 6年松前、彼地大筒火術打試仕候 

   内容 4月から 7月 2度大筒火業稽古仕候 御幕場所仮小屋諸道具順用 御筒拝領 

   打方 手附井上貫流左衛門 倅末五郎 

   場所 武州西台徳丸原 

   期間 本年より年々夏中 2度 

稽古願いは上司井上左太夫から若年寄へ提出され、年間 2 回とされているが、初代貫流左

衛門は 12月に死去している、2代貫流左衛門は天保 13年 1842年 7月 15日、嘉永 5年 1852

年 6月 12日、7月 15日徳丸原砲術稽古を実施している。 

5月 15日稽古許可は提出後 1ヶ月半井上左太夫から伝達された。 

堀田摂津守附札 6月から 7月稽古可 日割申付委細御目付へ 

    井上末五郎は 5月 15日、貫流左衛門は 5月 18日赤坂井上左太夫へ御礼に 

5月 28日徳丸原稽古廻状 年番御持所 徳永小膳組与力渡辺房次郎  

     徳丸原稽古小屋場 5月 25日出来木越次右衛門役所申越 



      日割書付 6月 2日御目付佐野肥後守より差出御積り 

6月武州西台徳丸原大筒町打稽古日割書付 御持所 徳永小膳組与力渡辺房次郎 

          6月 27日御先手御鉄砲方幕命井上左太夫手附井上貫流左衛門 

          7月 25日井上貫流左衛門（他 4名省略） 

          廻状承知 下書 津田左兵衛方順奉す 

6月 4日稽古人足手配（人足手配漏れ 22日までやり取り） 

6月 2５日井上貫流左衛門病気明後 27日稽古出来ず書面、左太夫へ、さらに、御目付佐野           

          肥後守へ 

7月 4日徳丸原出水の様子 戸田川出水、渡し、通路溜り候間、徳丸原も出水 

7月 16日 17日風雨 

7月 18日井上左太夫へ御届 7月 21日武州西台徳丸原大筒稽古―― 

7月 19日明日徳丸原稽古雇人足先触 大塚町三右衛門方へ 

          賃人足 11人 21日明け七ッ時（４時）出宅越申候 

7月 19日戸田川出水稽古難相成 明後 21日稽古延引仕候 井上左太夫へ御届 

7月 20日 19日の稽古様子依田大三郎門人に聞く、場所出水稽古打ち残し候 

7月 22日渡辺房次郎入来、雨天続き延引、当月晦日も近く、来る 28日一緒と申し入れ 

7月 24日明 25日も戸田川出水の為、稽古難相成 同流の義に付、渡辺房次郎一緒稽古御  

           届 渡辺幾馬から井上左太夫を経て、御目付佐野肥後守へ 

           何回かのやり取りの後、御目付佐野肥後守から許可 

7月 26日先触 賃人足 3人明後 28日明け七時（４時）出宅罷越 

7月 27日徳丸廻し船 1隻 御高屋河岸船宿伊豆屋権左衛門方へ 

           木筒２挺其外雑具積込 四つ時（１０時）出船 

７月２８日今暁寅之刻（４時）、徳丸原へ出立、無程 板橋宿へ出で、四つ時（１０時）徳 

           丸原着  

          御小人目付 宇佐美置吉 対面 稽古相始 

          昼之業 七ツ半（５時）打ち仕舞 記録 御小人目付提出 

          夜に入 五ツ半(８時)場所引払い 

          名主徳丸原代吉次郎 人足３人雇い練馬まで 

７月２９日暁七ツ時(４時)帰宅 

          井上左太夫へ稽古案書手紙差出し 

          返書 徳丸原大筒稽古滞りなく御打ち仕舞い候 

５）まとめ 

井上貫流を読み解くには、いささか時間不足でしたが、今回始めて全文書絵図を検証しま

した。検証したのは井上貫流の行動です。膨大な砲術技術の検証では有りません。和流砲

術が西洋砲術を貪欲に取り込んでいる中で、和流砲術、西洋砲術という技術があって、混

沌とし、何を持って和流砲術家、西洋砲術家というのか、考えさせられました。西洋の銃



剣や銃陣、歩兵・騎兵・砲兵といった３兵戦術もいずれ工兵を交えた四兵となります。す

べての知見は先の時代の先進技術を越えて生まれます。砲術師の思考は、築城家や測量師

と同じく、時代の先進技術でした。本稿が割愛した井上貫流家２代以降の事蹟については

江戸東京博物館の業績を、又、砲術についての内容は宇田川先生の江戸の砲術を合せ御参

照頂きたい。 

 

 

 

 


